
 

 

 

 

 

                                                  

 
 

 

    

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

JA 京都中央や向日市・長岡京市・大山崎町などで構成される「竹の再利用ネットワー

ク」が、特産「京たけのこ」栽培において間引きなどで生じた不要な竹を、粉砕し粉末や

チップにして肥料などに再利用する取り組みを２０１４年から行っています。 

栽培農家は、高品質な京たけのこを生産するため、７年程度経過して古くなった親竹

を伐採し間引きをしていますが、その処理には大きな手間がかかるため、タケノコ農家

の悩みの種となっています。 

 ２月２７日・２８日、３月２日・３日の４日間、JA京都中央 乙訓ライスセンターにて、廃

竹の回収作業を行いました。当日は、ＪＡの職員２名が順次持ち込まれる廃竹の回収作

業を行いました。回収された廃竹は約３０ｔでした。今後、細かく粉砕され、肥料や堆肥の

原料として利用されます。 

ＴＡＣ information  

 

ＪＡ京都中央 2023 年 3月 7 日 No.642 作成者 齊藤篤 

 

 

 

３月３日 向日支店管内の

物集女集荷場にて、特産物

「京たけのこ」出荷用資材の

集中引取配布を行いました。 

今後も、定期的に各種集中

引取り配布会など企画し、生

産農家へのコスト低減と所得

の確保を目的に取組みます 

タケノコ出荷資材の集中引取配布 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日、肥料価格高騰対策事業（国）について、令和５年度事業へと

予算の年度繰り越しを行うことが農林水産省より発表されたこと

受け、JA京都中央では申請期限を延長することと致しました。 

 申請締切 ２０２３年３月３１日 
 申請希望者は「化学肥料低減計画書」を JAまでご提出ください。 
  

※JAでご購入の肥料は、JAで一括して申請致します。 

JA以外でご購入の肥料については、購入先にお問い合わせください。 


